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３回戦強豪愛媛を下した東京対、地元優勝を目指す岡山の決勝進出をかけての一戦。先鋒戦、開始から激しく技を
繰り出す岡山勝見が鍔競り合いからの鮮やかな引き面を決め先制、さらに引き面を連取し岡山が先手を取った。次
鋒戦、両者積極的に打ち合う中、岡山湯浅の小手に対して東京張替が小手・面と乗り一本を先取、時間切れとなり
東京張替の一本勝。中堅戦、岡山福森の捨身の跳び込み面を東京近藤がよく捌いて返し胴を決め先制、負けじと岡
山福森も引き胴を決め勝負となる。延長戦に入り、岡山福森が東京近藤の一瞬の隙をつく鮮やかな引き面を決めて
王手をかける。ここで勝負を決めたい岡山は副将勝岡が開始早々切れのよい引き面を決め先制する。東京石井も果
敢に技をくり出すが岡山勝岡が東京石井の面にくるところを出小手を決めて、岡山が決勝進出を決める。大将戦は
お互い気合い充分で技を出し合い、東京石田が間合をつめ会心の面を先取。そのまま時間切れで東京石田の一本
勝。大将同士の見ごたえのある試合だった。敗れたとはいえ、東京チームの気迫充分の試合は立派であった。
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